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‐
佐
井
村

村
民
憲

音

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、
知
性
と
良
識
心

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜

び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

】
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
四
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

陸
奥
湾
内
・
佐
井
－

青
森
間
に

六
月
二
士
三
日
か
ら
下
北
汽
船
の

大
型
高
速
旅
客
船
「
ほ
く
と
」
が

就
航
し
ま
し
た
。

亘

一
十
六
人
が
乗
れ
る
船
内
は

広
く
明
る
い
窓
、
ふ
わ
ふ
わ
で
ゆ

っ
た
り
し
た
座
席
、
冷
暖
房
に
テ

レ
ビ
も
見
れ
、
快
適
そ
の
も
の
。

床
下
の
鉛
板
と
、
へ
先
の
波
切

り
装
置
で
、
高
速
船
に
あ
り
か
ち

な
騒
音
と
振
動
を
極
力
抑
え
て
あ

り
、
乗
り
心
地
も
満
点
で
す
。

「
ほ
く
と
」
は
、
こ
れ
ま
で
四
時

間
五
十
分
か
か
っ
て
い
た
佐
井
－

青
森
間
を
二
時
間
十
分
で
結
び
ま

す
。

▲

主

な

内

容

▼

２

街
の
で
き
ご
と

っ
）

年
金
だ
よ
り

税
務
だ
よ
り

４
～
［
Ｏ

教
育
だ
よ
り

已
～
フ

宍つ
稿

「
個
性
を
考
え
る
」

８
～
０
）

保
健
婦
だ
よ
り

帽
～
竹

交
母
方
よ
り

蝗

あ
し
ら
せ

諂

歳

時

記

纐

戸
籍
の
窓
口



こ
の
ぽ
ど
、
佐
井
村
赤
十
字
奉

仕
団
に
各
地
区
ご
と
の
分
団
が
結

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
振
興
セ

ン
タ
ー
で
結
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

″

式
に
は
、
県
支
部
、
郡
支
部
か

ら
の
来
賓
と
村
の
赤
十
字
関
係
者

が
集
り
、
赤
十
字
奉
仕
団
分
団
旗

が
ヽ
各
分
団
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
●
分
団
名
簿

工
牛
滝
分
団

分
団
長
中
西

正

２
福
浦
分
団

″

田
中
正
行

３
長
後
分
団

″

大
坂

隆

４
磯
谷
分
団

〃

福
田
梅
吉

乙
矢
越
分
団

〃

館
脇
啓
夫

６
川
目
分
団

″

上
山

実

７
原
田
分
団

″

薗
谷
石
夫

モ

デ

ル

奉

仕

団

の

指

定

を

う

け

て

日
赤
佐
井
村
奉
仕
団
委
員
長
浜
中

よ
ん

日
赤
奉
仕
団
と
し
て
モ
デ
ル
指

定
を
う
け
て
、
三
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
委
員
長
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
年
次
計
画
と
し
て
、

公
共
施
設
の
清
掃
、
五
月
十
八
日

に
は
、
む
っ
市
の
「
眇
光
圉
」
の

訪
問
、
六
月
二
十
五
日
に
は
移
動

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日
の
移
動
研
修
に

は
十
五
名
が
参
加
。
朝
七
時
か
ら

日
赤
青
森
県
支
部
見
学
に
出
か
け

ま
し
た
。
む
っ
市
よ
り
指
導
講
師

の
二
木
先
生
が
同
乗
。
車
内
で
赤

十
字
の
話
し
を
聞
き
な
が
ら
青
森

支
部
に
到
着
し
ま
し
た
。

支
部
で
は
、
案
内
の
先
生
が
各

部
屋
を
案
内
。
災
害
に
備
え
て
の

救
援
物
資
、
急
救
用
器
具
、
タ
ン

カ
、
炊
出
し
の
釜
な
ど
、
正
に
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
の
感
を
深

く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
世
界
の
宝

青
森
県
の
宝
と
す
る
、
世
界
に
た

だ
ひ
と
っ
の
手
製
の
赤
十
字
旗
の

あ
る
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。

日
露
戦
争
当
時
の
黒
溝
台
の
犬

激
戦
。
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十

七
日
午
前
三
時
。
佐
井
村
出
身
の

軍
医
三
上
剛
太
郎
先
生
は
、
血
の

っ
い
た
三
角
布
を
は
ぎ
合
せ
て
正

方
形
に
し
、
軍
用
の
赤
毛
布
を
十

字
に
切
り
抜
き
、
縫
い
っ
け
、
竿

に
結
び
っ
け
、
酷
寒
の
外
に
飛
び

出
し
ま
し
た
。
こ
の
赤
十
字
旗
を

右
に
左
に
振
り
回
し
、
七
十
四
名

の
傷
病
兵
を
救
っ
た
。
そ
の
時
の

赤
十
字
旗
で
す
。

最
後
に
献
血
ル
ー
ム
で
献
血
を

実
施
。
団
員
一
同
良
い
勉
強
を
し

た
と
、
疲
れ
も
ど
こ
へ
や
ら
。
勇

ん
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

節

水

に

ご

協

力

を

い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
、
水

を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
お
盆
中
に
は
、
帰
省
客
や

旅
行
者
な
ど
で
人
口
が
急
に
増
加

し
、
水
の
使
用
量
も
急
増
し
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
は
そ
の
地
域
に

合
わ
せ
て
水
道
管
を
布
設
し
て
い

る
た
め
、
計
画
以
上
の
水
を
使
う

と
断
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
気
持
ち

が
、
断
水
を
左
右
し
ま
す
。
実
情

を
十
分
ご
理
解
の
う
え
、
節
水
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

洗
車
、
散
水
な
ど
を
や
め
、
水

を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

献

血

に

ご

協

力

を

８月２７日沐）に行います

役 場 前
１０時～１２時

診療所前
１３時～１４時５０分

農業研修センター前
１５時～１６時

高速船` ほ`くと、、運航時刻表
（下北から青森へ）

匹 こ佐 井 福 浦 牛 滝 九艘泊 脇野沢 青 森
］＿ 便 発 ７：３０ ７：５０ ８：圓 ８：３５ ８：５０ 着 ９：４０

２ 便 発１２：４０ １３：００ １３：１０ １３：４５ １４：００着１４：５０

（青森から下北へ）

青 森 脇野沢 九艘泊 牛 滝 福 浦 佐 井

発１０二００ １１：００ 且二１５ １１：５０ １２：００ 着１２：２０

発１５：２０ １６：２０ １６：３５ １７：１０ １７：２０ 着１７：４０

県民体育大会郡予選結果

○バレーボール

女子（７／７風間浦村）

風間浦村２－１佐井村

男子（７／９大畑町）

佐 井 村

脇野沢村

東 通 村

風間浦村

ママさん（７／９大畑町）
佐 井 村

脇野沢村

東 通 村

ｌＯ野球（７／１１風間浦村）

佐 井 村

脇野沢村

東 通 村

風間浦村

三上剛太郎先生手製の

赤十字旗の前にて



二

十

歳

に

な

っ

た

ら

国

民

年

金

に

加

入

し

ま

し

よ

う

成
人
と
な
り
ま
し
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
も
、
大
人
の
仲
間
入
り

の
あ
か
し
て
あ
り
、
義
務
と
権
利

で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
県
内
で
は
約
二
十
万
人

が
国
民
年
金
か
ら
年
金
を
受
給
し

て
お
り
、
昨
年
度
の
支
給
額
は
六

百
九
十
八
億
円
に
達
≒

い
い
ま
す
・

国
民
年
金
は
、
老
後
に
お
け
る

生
活
の
支
え
と
な
る
ほ
か
、
万
一

の
事
故
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
も
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

二
十
歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
出

遅
れ
ま
す
と
大
変
で
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
が
ま
だ
終

っ
て
な
い
人
は
、
至
急
役
場
に
出

か
け
て
、
し
っ
か
り
加
入
と
納
付

を
し
ま
し
ょ
う
。

老

齢

福

祉

年

金

を

受

け

と

っ

た

ら

証

書

を

提

出

し

ま

し

よ

う

国
民
年
金
か
ら
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
国
民

年
金
証
書
を
提
出
す
る
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。

毎
年
八
月
に
は
、
向
こ
う
一
年

間
の
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
額
を

本
人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
の
郵
便
局
で
八
月
期
分
の

支
払
い
を
受
け
た
ら
、
国
民
年
金

証
書
を
役
場
民
生
相
談
課
国
民
年

金
の
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
た
り

提
出
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
十

二
月
期
の
支
払
い
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

種

別

変

更

の

届

出

を

し

ま

し

よ

う

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
は
、

学
生
や
、
既
に
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
を
除
吉
、
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。国
民
年
金
制
度
で
は
、
被
保
険

者
が
次
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
匸
う
被
保
険
者

自
営
業
者
等

匸
う
被
保
険
者

厚
生
年
金
、

共
済
組
合
等
の
被
保
険
者
、
組
合

員
。三
号
被
保
険
者

二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
。

し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の
職

業
、
婚
姻
な
ど
、
そ
の
後
の
状
態

が
変
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者

の
種
類
も
変
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
表
の
よ
う
な
場
合
は
、

そ
の
都
合
、
必
ず
役
場
の
国
民
年

金
の
係
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

税
務
だ
よ
り

サラリーマンと税サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
必
要
経

費
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
の
ご

と
く
誤
解
し
て
い
る
方
も
あ
ら
れ

ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
勤

務
に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算

控
除
と
し
て
、
給
与
所
得
控
除
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
給
与
所
得
控
除
は
、
給
与

所
得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
事
業
所
得
な
ど
の
必
要
経

費
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

こんなときに （種別の動き） こんな届出（保険料負担は）

２０歳になったとき （未加入→１号） 資格取得届（国年を納付）

ブ
ニ ブ 白 二

（１号 → ２号） 種別変更届（厚生を納付）

自営業者が会社員と結婚して

専業主婦になったとき
に 号 → ３号）

種別変更届（保険料不要）

〔氏名変更届・住所変更届〕

ＯＬが会社員と結婚して

専業主婦になったとき
に 号 → ３号）

種別変更届（保険料不要）

〔氏名変更届・住所変更届〕

工 匸

，， （３号 → ２号） 種別変更届（厚年を納付）

プ プ
言

（２号 → １号） 種別変更届（国年を納付）

夫が会社を退職したときの

専業主婦は
（３号 → １号） 種別変更届（国年を納付）

会社員の夫と離婚したときの

専業主婦は
（３号 → １号）

種別変更届（国年を納付）

〔氏名変更届・住所変更届〕

夫が厚年・共済間を移った

ときの専業主婦は
（３号 → ３号） 種別確認届（イ呆険料不要）

８
．
３ １

ａ ，ｉ

村 県 民 税（第 ２ 期 ）の

納 期 限 で す
卜

出納期内納付にご協力下さい＝



教
育
だ
よ
う

感

謝

と

慶

び

佐
井
小
学
校
長

杉
山
磯
三
郎

惜
別
の
情
、
蜻
び
、
五
十
九
年

の
学
舎
と
、
「
佐
井
小
学
校
教
育

の
殿
堂
を
こ
こ
に
閉
じ
る
」
意
味

を
兼
ね
、
六
月
二
十
八
日
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員
会
を

組
織
し
「
校
舎
お
別
れ
会
」
を
催

し
た
と
こ
ろ
、
来
賓
各
位
（
創
立

百
周
年
以
降
勤
務
し
た
教
職
員
を

含
む
）
、
一
般
参
加
者
、
総
勢
一

八
〇
余
名
が
参
加
下
さ
り
、
盛
大

に
挙

行

す

る

こ
と

が
で

き

た

こ
と

を

報
告

す

る

と
共

に

、

厚

く
御

礼

申
し

上

げ

ま

す

。

Ｏ

Ｂ

学

芸
会

と

称
し

、

七
〇

才

台

の
方

々
に
よ

る
昔

習

っ
た
唱

歌

、

戦

中

、
戦

後

の
授

業

風

景

を

寸
劇

の

数

々
、

全

員

に

よ

る
校

歌
合

唱

、

ま

こ

と
に

、

倨

ぶ

意
図

が

如

実
に

あ

ら

わ
れ

、

充

実

し
た

内

容

で
し

た

。し

か
し

、

こ

こ

ま

で

の
道

の

り

は

決

し
て

簡
単

な
も
の
で
は
な

く

、

会

合

、
会

合

の

連

続

、
夜

数

日

に

わ

た

る
作

業

、

そ

し

て
準

備

、

確

認
の

連

続
で

し

た

が

、
宮

川

尚

実

行

委

員

長

の
リ

ー

ダ

ー

シ

ッ
プ

と

役
員

、
会

員

の
一

致

協
力

の
賜

も

の

が
あ

っ
た

れ

ば

こ

そ

、
実

現

で

き
た

も
の

と
思

い
、

あ

ら

た
め

で

謝
意

を

表

し

ま
す

。

そ
れ

ば

か

り

か
、

一

週
間

後
の

「
引

越

」

作
業

、
七

月

五

日

に
は

、

父
母

、

二

石

余

名

の

出

勤
を

願

い
、

学

校

側

の
作

業

の

手
順

に

従

い
、

大

過
な

く
所

定

の

位

置
に

諸

物
品

の
搬

入

が
済

み

、

し

か

も
新

校
舎
へ
の
整
理
整
頓
、
清
掃
ま
で

行
っ
て
い
た
だ
い
た
事
、
教
職
員

一
同
、
父
母
の
方
々
の
協
力
（
動

的
、
静
的
な
面
）
に
対
し
て
厚
く

御
社
申
し
上
げ
ま
す
。

六
月
五
日
の
運
動
会
、
そ
し
て
、

二
週
間
内
に
こ
れ
ら
の
大
行
事
を

無
事
に
こ
な
し
た
こ
の
意
味
は
、

地
域
の
方
々
、
父
母
の
方
々
が
、

佐
井
小
学
校
教
育
へ
の
関
心
と
、

惜
し
み
な
い
協
力
を
示
し
た
も
の

と
考
え
ま
す
。
こ
の
意
味
に
答
え

る
た
め
に
も
、
一
層
、
教
育
活
動

の
充
実
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

現
在
、
新
校
舎
で
の
生
活
は
、

三
日
目
で
す
、
色
々
戸
惑
い
も
あ

り
ま
す
。
又
、
指
導
面
の
強
化
部

分
も
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
に
な

れ
る
と
解
決
す
る
面
も
あ
り
ま
す
。

新
校
舎
内
で
の
快
適
な
学
校
生

活
が
で
き
る
慶
び
と
、
数
々
の
行

事
が
充
実
し
た
中
で
終
え
た
こ
と

に
お
礼
申
し
上
げ
て
御
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

元
、
伊
勢

武
校
長
が
「
校
舎

お
別
れ
会
」
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
今
回
紙
上
を
お
借
り
し

て
「
惜
別
の
辞
」
を
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

昭和６２年度
佐井村成人式

日 時 昭和６２年８ 月１５日（土）

午前１０時から

会 場 佐井村振興センター

対象者 昭和４２年４月２日～昭和４３年４月１日

に出生された方

各

地

区

公

民

館

か

ら

矢
越
地
区
公
民
館

七
月
十
日
（
金
）
開
級
式

去
る
七
月
六
日
に
地
区
公
民
館

運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
活
動
計

画
に
っ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ

地
区
総
合
学
級
の
通
年
性
を
め
ざ

し
て
各
団
体
か
ら
要
望
事
項
が
出

さ
れ
、
検
討
の
結
果
昭
和
６２
年
度

の
地
区
総
合
学
級
計
画
が
次
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
、
料
理
教
室
、
開
級
式
、
舞

踊
教
室
、
趣
味
講
座

８
月
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
映
画
教
室

９
月
、
着
付
教
室
、
趣
味
講
座

１０
月
、
家
庭
教
育
講
座
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
着
付
教
室

１１
月
、
手
芸
教
室
、
年
金
教
室
。

漁
業
教
室

１
月
、
郷
土
芸
能
教
室

２
月
、
家
庭
教
育
講
座
、
舞
踊
教

室

３
月
、
閉
級
式

長
後
地
区
公
民
館

七
月
十
日
（
金
）
長
後
地
区
公

民
館
の
問
級
式
が
昨
年
度
よ
り
多

い
出
席
者
が
あ
り
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
任
命
さ
れ
た
三
名
を
含

め
十
二
名
の
「
地
区
公
民
館
運
営
委



惜

別

の

辞

佐
井
小
学
校
創
立
百
拾
参
年
を

迎
え
、
佐
井
教
育
の
殿
堂
と
し
て

本
校
舎
は
、
昭
和
三
年
に
新
築
落

成
し
て
以
来
六
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。校
舎
還
暦
の
寿
に
当
り
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
近
代
校
舎
の

建
設
が
進
み
、
や
が
て
後
継
殿
堂

の
名
に
相
応
い
新
校
舎
が
す
べ
て

完
成
し
、
落
成
の
式
典
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
、
愈
々
教
育
振
展
の

天
の
時
に
巡
り
逢
っ
た
と
い
う
誠

に
喜
ば
し
く
、
そ
し
て
現
校
舎
に

対
す
る
惜
別
の
情
を
共
に
祝
福
す

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
時
に
当
り
「
校
舎
お
別
れ

会
」
を
催
す
こ
と
は
誠
に
有
意
義

で
あ
り
、
感
銘
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
殊
に
、
大
正
、
昭
和
と
世
相
の

変
遷
を
肌
で
感
じ
時
に
応
じ
て
堪

え
忍
ん
で
六
十
年
。

歴
史
と
伝
統
を
作
り
上
げ
昂
揚

し
な
が
ら
佐
井
教
育
の
殿
堂
と
し

て
偉
大
な
功
績
の
あ
っ
た
本
校
舎

に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
い
っ
の
時
代
に
も
穏
健
、

着
実
で
純
良
温
雅
な
村
民
性
の
伝

統
に
培
加
わ
れ
て
今
日
に
至
る
ま

で
、
幾
千
百
の
卒
業
生
を
社
会
に

送
り
出
し
た
、
本
校
舎
は
、
功
成

り
、
名
を
遂
げ
て
佐
井
教
育
の
殿

堂
に
ふ
さ
わ
し
く
、
使
命
を
立
派

に
果
し
た
今
日
、
そ
の
姿
に
感
謝

す
る
と
共
に
惜
別
の
情
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。

願
わ
く
ば
、
本
日
の
「
校
舎
お

別
れ
会
」
に
当
り
働
き
続
け
て
年

老
い
た
校
舎
の
安
ら
か
な
姿
を
目

の
前
に
し
て
、
今
日
ま
で
の
永
い

歴
史
と
伝
統
を
、
や
が
で
の
近
代

校
舎
に
移
り
住
み
、
新
世
紀
の
校

史
の
礎
石
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
し
、
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。本
日
の
「
お
別
れ
会
」
に
当
り
、

「
古
き
を
尋
ね
て
新
し
き
を
知
る
」

と
い
う
古
人
の
言
に
よ
り
、
六
十

年
間
連
綿
と
し
て
撓
ま
な
い
佐
井

教
育
の
跡
を
尋
ね
、
語
り
あ
い
、

偲
び
あ
う
と
共
に
願
わ
く
ば
、
御

参
会
の
方
々
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
佐

井
教
育
に
対
し
て
一
層
の
理
解
と

協
力
の
気
運
を
高
め
、
更
に
昂
揚

し
、
佐
井
教
育
が
、
今
後
二
百
年

に
向
っ
て
学
校
、
家
庭
、
社
会
の

渾
然
一
体
化
の
も
と
に
近
代
校
舎

で
の
振
興
を
期
待
し
た
い
気
持
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

再
び
、
そ
し
て
、
二
度
と
ま
見

え
る
こ
と
の
出
来
な
い
校
舎
、
再

び
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
な
い
殿
堂
を

し
っ
か
り
と
悩
裏
に
焼
き
つ
け
、

な
っ
か
し
い
数
々
の
思
い
出
を
胸

中
に
納
め
な
が
ら
も
、
惜
別
の
情

を
禁
じ
得
ず
拙
筆
の
ま
ま
お
別
れ

の
言
葉
を
記
し
ま
し
た
。

惜
別
の
情
と
、
さ
わ
や
か
な
思

い
出
を
校
舎
に
語
り
、
聞
か
せ
て

頂
き
「
お
別
れ
の
会
」
の
御
盛
会

を
心
か
ら
お
祝
い
旁
々
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
七
日

伊
勢

武

員
」
の
委
嘱
、
地
区
館
長
の
運
営

方
針
、
決
意
の
表
明
、
中
央
館
長

の
地
区
館
活
動
へ
の
激
励
、
年
間

活
動
計
画
の
承
認
と
、
と
ど
こ
お

り
な
く
進
め
ら
れ
た
。

７
月
、
舞
踊
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室

９
月
、
手
芸
教
室

１０
月
、
舞
踊
教
室
、
郷
土
芸
能

１１
月
、
教
養
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室

１２
月
、
着
付
教
室

１
月
、
親
子
書
き
ぞ
め
教
室
、
郷

土
芸
能

２
月
、
縄
の
結
び
方
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
鑑

賞

３
月
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
料
理
教

室
、
閉
級
式

佐井村子ども会育成者研修会（前期）六
月
十
七
囗
、
二
十
四
日
の
二
日
、

間

に

わ

た

っ

て
開

催
さ

れ

た

子

ど

も
会

育

成

者
研

修

会

は

約
三

〇

余

名

の

参

加

者

が
あ

り

、

盛
会

の

う

ち

に

終

了

し

ま
し

た

。

一

日

目

は
下

北

教

育

事

務
所

の

松
田
里
司
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

十
六
ミ
リ
映
画
「
の
び
ゆ
く
子
ど

も
会
」
を
視
聴
し
、
子
ど
も
会
運
営

の
第
一
歩
で
あ
る
組
織
づ
く
り
、

そ
の
組
織
を
支
え
て
い
る
育
成
者

の
指
導
の
大
切
さ
に
っ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
体
育
指
導
員
の
小

林
孝
子
先
生
の
創
作
活
動
、
ス
デ

ッ
ク
手
芸
「
壁
か
け
」
づ
く
り
に

挑
戦
し
、
男
女
と
も
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
み
全
員
最
後
ま
で
頑
張

り
完
成
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
秋

後
期
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



寄稿

「

個

性

を

考

え

る

」

佐
井
中
学
校
川
仁

美
徳

先
日
、
青
森
の
教
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
教
頭
研
修
講
座
へ

出
席
し
、
色
々
な
事
を
勉
強
し
て

き
ま
し
た
。

と
く
に
、
大
阪
大
学
の
梶
田

叡
一
（
京
都
大
学
哲
学
科
卒
業
）

と
い
う
有
名
な
先
生
の
講
義
を
聞

い
て
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

個
性
の
教
育
に
っ
い
て
の
講
義

内
容
で
し
た
が
、
先
生
の
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
学
生
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
お
こ
し
ま

し
た
。

大
学
で
受
け
た
倫
理
の
講
義
と
同

じ
内
容
が
沢
山
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
自

分
自
身
の
心
が
自
然
に
洗
わ
れ
て

ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

家
へ
帰
っ
て
早
速
、
そ
の
当
時
の

教
科
書
を
探
し
、
も
う

Ｉ
度
ひ
も

と
い
て
見
ま
し
た
。

国
谷
純
一
郎
著
「
世
界
観
の
探
究
」

と
い
う
本
で
、
裹
表
紙
に
は

。
若

き
魂
に
お
く
る
”
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
が
っ
い
て
い
ま
し
た
。

驚
い
た
事
に
、国
谷
先
生
も
同
じ

京
都
大
学
哲
学
科
の
出
身
で
し
た
。

や
は
り
何
年
た
っ
て
も
、
学
問
の

原
理
と
か
原
則
と
い
う
も
の
は
、

変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
う
事

を
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

核
時
代
に
お
け
る
最
近
の
社
会

変
化
と
い
う
も
の
は
、
非
常
に
激

し
い
だ
け
に
、
人
生
の
指
標
と
し

て
の
普
遍
的
な
考
え
方
が
、
ま
す

ま
す
重
要
視
さ
れ
、
見
直
さ
れ
て

き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

梶
田
先
生
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と

か
プ
ラ
ト
ン
と
い
っ
た
先
哲
の
名

前
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実

は
、
先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら
私

は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
子
で
あ
る

プ
ラ
ト
ン
の
「
ポ
リ
テ
ィ
ア
」
に

出
て
く
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ
ラ
ウ

Ｊ
ン
の
対
話
の
一
節
を
思
い
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

梶
田
先
生
の
話
の
ポ
イ
ン
ト
は

要
す
る
に
、
現
代
人
は
、あ
ま
り
に

も
日
常
的
現
実
に
こ
だ
わ
り
、
真

理
の
追
求
を
怠
っ
て
い
る
白
言
う

事
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
大
自
然
の
お
か
け

海草と海藻の違い

▲
豆
辞
典
▼

野山に草木が茂るように、海にもた

くさんの植物が茂っています
Ｏ

花をつける海生植物を「海草」、花

をつけない海生植物を「海藻」といい

ます。

海草の代表はアマモですが、海藻は

葉の色によって緑藻、褐藻及び紅藻に

分けられます。

海草や海藻が生えている水深は、大

体３０メートルより浅いところが多いの

ですが、光の強さの好みや、乾燥に対

する抵抗力などの違いによって、種類

の住み分けが見られます。

南北に長い日本列島では、気候や海

流の影響で、生育している海草、海藻

の種類が地方によって違います。一般

に寒い海には褐草、褐藻が、暖かい海

には緑草、緑藻が多いといわれていま

す
Ｏ

（水産課）

で
生
き
て
い
る
と
い
う
事
々
、
人

の
労
働
の
成
果
を
融
通
し
て
も
ら

っ
て
生
き
て
い
る
と
言
う
事
実
、

そ
し
て
自
分
の
体
で
さ
え
、
自
分

が
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
言

う
事
、
ま
た
、
自
分
は
い
っ
た
い

ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か

な
ど
と
い
っ
た
事
を
忙
し
さ
の
あ

ま
り
忘
れ
て
い
な
い
で
し
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
を
二
千
年
以
上

も
昔
の
人
た
ち
は
、
ち
ゃ
ん
と
、

考
え
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
こ
う
言

う
事
を
考
え
れ
る
個
性
の
育
成
が

必
要
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

思
想
の
源
流
を
小
さ
い
時
か
ら
教

え
て
お
か
な
い
と
物
ご
と
を
深
く

考
え
る
力
は
っ
か
な
い
と
思
い
ま

す
。自
分
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
。

青

少

年

非

行

防

止

青

森

県

民

大

会

に

参

加

し

て

青
少
年
育
成
佐
井
村
民
会
議

若
山

君
夫

七
月
十
三
日
、
青
森
市
に
お
い

て
、
青
少
年
非
行
防
止
県
民
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
、
県
教
育
長
よ
り
「
青

少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
県
民
一

丸
と
な
っ
て
、
こ
の
活
動
を
進
め

青
少
年
の
社
会
活
動
参
加
の
運
動

を
進
め
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
県
警
本
部
長
よ
り
、
現
下
の

非
行
の
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

非
行
防
止
は
、
警
察
ぽ
か
り
で
な

く
、
地
域
社
会
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

と
の
協
力
要
請
と
、
最
近
は
、
青

少
年
の
非
行
は
減
少
し
つ
っ
あ
る

が
、
反
面
低
年
齢
化
、
女
子
少
年

の
非
行
、
凶
悪
化
か
少
ん
で
い
ろ

と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

青
森
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
委

員
会
の
坂
本
会
長
か
ら
、
①
青
少

年
の
社
会
参
加
な
ど
へ
の
支
援
②

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
家
庭
教
育

の
充
実
③
県
民
一
体
と
な
っ
て
の

環
境
の
浄
化
活
動
と
地
域
ぐ
る
み

の
非
行
防
止
活
動
を
し
よ
う
。
と

の
三
重
点
目
標
と
す
る
大
会
宣
言

が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
参
加
者
か
ら

万
雷
の
拍
手
を
う
け
ま
し
た
。

青
少
年
の
主
張
で
は
、
中
里
町

武
田
中
学
校
二
年
生
が
「
信
ず
る
」



自
分
だ
け
良
け
れ
ば
そ
れ
で
良

い
。
口
先
だ
け
は
上
手
と
言
っ
た

よ
う
な
個
性
で
は
、
も
は
や
世
界

に
は
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
お
と
な
し
く
て
目
立
だ
な
く
て

も
、
自
分
な
り
の
世
界
観
や
信
念

を
も
ち
、
自
分
な
り
に
内
面
世
界

を
支
え
て
行
け
る
よ
う
な
人
間
の

方
が
む
し
ろ
、
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
自
己
主
張
が
多
い

と
か
、
人
の
言
う
事
を
聞
か
な
い

と
か
、
か
わ
り
者
で
扱
い
に
く
い

と
か
、
す
ぐ
に
大
ま
ね
を
す
る
と

か
、
と
言
っ
た
個
性
で
は
、
逆
に

力
強
さ
が
無
く
、
大
に
も
嫌
わ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
で
近
ご
ろ
、
佐
井
村
で

は
、
有
識
者
の
方
々
か
ら
も
、
創

造
性
や
個
性
の
尊
重
と
い
う
言
葉

を
時
々
耳
に
し
ま
す
が
、
や
は
り

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
決
断
で
、
前

へ
進
め
る
大
、
そ
し
て
誰
も
相
手

に
し
て
く
れ
な
く
て
も
自
分
の
ア

イ
デ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
や
っ

て
ゆ
け
る
よ
う
な
大
で
な
け
れ
ば
、

多
分
、
生
き
残
れ
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

何
も
世
の
中
を
急
に
変
え
て
や

ろ
う
と
か
と
言
っ
た
個
性
で
な
く

て
も
、
た
と
え
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
っ
て
も
、
自
分
な
り
に
与
え
ら

れ
た
範
囲
内
で
、
こ
つ
こ
つ
と
、

が
ん
ば
っ
て
ゆ
け
る
よ
う
な
、
そ

う
言
う
個
性
で
十
分
な
の
で
す
。

風
光
明
媚
で
、
と
く
に
夕
日
が

す
ば
ら
し
く
、
夜
は
漁
火
の
見
え

る
こ
の
伝
統
あ
る
佐
井
中
学
校
へ

赴
任
し
て
、
も
う
四
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
と
に
か
く
佐
井
村
の

生
徒
は
、
非
常
に
素
直
で
、
良
く

努
力
す
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
い

ま
す
。
県
中
体
連
大
会
へ
の
参
加
数
等

で
も
、
学
校
規
模
か
ら
す
れ
ば
、

県
下
で
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位

置
し
、
学
力
の
面
で
も
、
昔
か
ら

優
秀
校
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
、
父
母
や
地
域
社
会

全
体
の
良
識
あ
る
教
育
環
境
の
お

か
げ
で
す
。

し
か
し
、
鍛
え
方
し
だ
い
で
は

ま
だ
ま
だ
多
方
面
に
、
い
く
ら
で

も
伸
び
る
素
質
を
十
分
持
っ
て
い

ま
す
。
資
源
が
な
く
、
過
疎
地
で
、
お

ま
け
に
不
況
と
き
て
い
る
こ
の
厳

し
い
現
実
の
中
で
も
、
絶
望
す
る

こ

と

な

く

、
将

来

に

希
望

を

も

っ

て

、

理

想
社

会

の

実
現

に
向

か

っ

て

、

が

ん

ば

っ
て

ゆ
け

る
個

性

の

持

主

を

佐
井

村

の

た

め

に

も
、

一

人

で

も

多

く
育

て

て
行

か
な

け

れ

ば

な

り

ま
せ

ん

。

そ

の

た

め
に

も

、
生

徒
た

ち

に

は

、

今

か
ら

望

ま

し

い
生

き

方

を

教

え

る

と
同

時

に

、
色

々
な

事

を

経

験

さ

せ

て
や

ら

な
け

れ
ば

な

り

ま

せ

ん

。

「
故
（
ふ

る
）
き

を
た

ず
ね

て

新

し

き

を

知

る
」

と

は

論

語

の

言
葉

で

す

が

、

孔
子

も
ま

た
二

千

四

百

年

以

上

も

昔

の
人

で

す

。

古

く

か
ら

あ

る

知
的

遺
産

は

、

人

間

が

ど
う

生

き

る

べ

き

か
、

と

言

っ
事

を
原

理

的

に

模

索
す

る

時

最

も
重

要
な

手

が

か

り
に

な

り

ま

す

。
。
学

ぶ

意

欲
を

も
ち

、
知

性

と

良

識

の

あ
ふ

れ

る
村

を

つ

く

る
（

佐

井

村

村

民

憲
章

）

た

め

に

も
、

皆

で

も
う

一
度

、

昔

の

人

が

残
し

た

言

葉

の

意
味

を

じ

っ

く

り
と

考

え

て

み

な

け
れ

ば

な

ら
な

い
と

思

い

ま

す

。
２１

世
紀

へ
通
用

す

る
、

偏

り

の

無

い
個

性

は

、
き

っ
と

、

そ

こ

か

ら

生
ま

れ

る

と
信

じ
て

い

ま

す

。

と
題
し
て
、
万
引
を
し
て
母
親
に

見
つ
け
ら
れ
、
母
は
自
分
を
信
じ

ま
た
自
分
は
母
を
信
じ
て
立
直
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
他
の
少
年

の
万
引
を
見
た
時
、
自
分
の
過
去

を
振
り
返
り
、
そ
の
少
年
の
苦
し

み
が
い
か
ほ
ど
で
あ
る
か
を
発
表

し
ま
し
た
。

体
験
発
表
と
し
て
、
青
森
県
更

正
保
護
婦
人
連
盟
会
長
の
成
田
吉

み
先
生
よ
り
、
少
年
院
な
ど
に
出

か
け
て
は
更
正
保
護
に
取
り
組
み

更
正
し
て
社
会
に
復
帰
し
た
人
た

ち
か
ら
母
さ
ん
と
慕
わ
れ
、
電
話

や
手
紙
で
近
況
を
伝
え
て
き
て
お

り
、
立
派
に
Ｉ
人
立
ち
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
と
涙
な

が
ら
に
手
紙
の
一
部
を
紹
介
さ
れ

会
場
か
ら
感
動
の
ざ
わ
め
き
が
あ

り
ま
し
た
。

健
全
育
成
に
は
行
政
だ
け
で
な

く
、
関
係
団
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
特
に
地
域
社
会
が
一
致
協
力

し
て
こ
そ
、
そ
の
成
果
が
あ
が
る

の
で
は
な
い
か
。
と
感
じ
た
大
会

で
し
た
。

大

間

警

察

署

か

ら

警
察
署
で
は
、
八
月
中
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
身
内
や
近
所
で

●
家
出
し
た
ま
ま
長
い
間
所
在
不

明
で
あ
る
。

●
突
然
い
な
く
な
り
、
自
殺
で
も

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
出
稼
ぎ
に
行
き
、
途
中
か
ら
音

信
が
と
だ
え
た
。

な
ど
、
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は
お

り
ま
せ
ん
か
。

行
方
が
わ
か
ら
な
い
、
音
信
が

な
い
方
の
な
か
に
は
、
不
運
に
し

て
事
故
死
や
病
死
、
あ
る
い
は
自

殺
、
特
異
な
場
合
に
は
、
犯
罪
の

被
害
者
と
な
っ
て
い
る
方
が
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
身
元
の
わ
か
ら
な
い
死

体
は
、
全
国
で
一
一
、
〇
四
二
体

青
森
県
で
一
五
五
体
、
家
出
人
は

全
国
で
五
五
、
七
九
〇
大
、
青
森

県
で
九
六
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
多
い
数
の
中
か
ら
、

一
体
で
も
身
元
を
確
認
し
、
家
出

人
を
さ
が
し
て
い
る
方
の
期
待
に

こ
た
え
る
べ
く
、
こ
の
期
間
中
に

県
内
の
全
警
察
署
で
資
料
を
と
り

そ
ろ
え
、
相
談
所
の
利
用
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
相
談
に
お
で
か
け
の
う

え
、
身
元
確
認
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



保 健 婦 だ よ り

「心 からくつろぐ」

一これが健康の秘けつー｜

①

睡
眠
心
じ
よ
う
ず
な
と
り
方

現
代
人
は
、
だ
ん
だ
ん

”
夜
型

生
活
”
の
人
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
ス
ト
レ

ス
や
騒
音
な
ど
が
加
わ
り
不
眠
で

悩
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

睡
眠
不
足
は
、
頭
と
か
ら
だ
の

働
き
を
衰
え
さ
せ
る
の
で
、
生
活

の
（

リ
を
な
く
し
、
ま
た
仕
事
の

効
率
を
下
げ
た
り
、
事
故
の
原
因

を
つ
く
り
や
す
く
し
ま
す
。
大
切

な
睡
眠
を
上
手
に
と
っ
て
、
こ
こ

ろ
よ
い
目
覚
め
で
明
日
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
。

②

入

浴

を

健

康

づ

く

り

に

生

か

す

譽

っ
し
心
中

裳

品

啻

一

①

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

－

清
潔
、
迅
速
、
加
熱
と
冷
却
―

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
多
く

の
食
中
毒
菌
が
常
任
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
な
い
食
中
毒
菌
に
対
す

る
有
効
な
方
法
は
、
清
潔
、
迅
速
、

加
熱
と
冷
却
の
三
つ
の
要
素
が
大

事
で
す
。

提 案 １ 高 血 圧 ぎ み な ら

高温浴（４２℃以上）は避け、ぬるめ

の剛 ３８～４０℃）に１０分間程度っか

るとよい。急に肩までっかちない。

〔注意〕脱衣場と浴室はあらかじ

め暖かくしておき、１５℃以下にな

らないよう気をつける。

Ｃ効果〕血液循環をよくして心蔵

Ｘａ 如ｊ，古苳♂十ｘ

提 案 ３ ス ト レ ス か

た ま っ て い た ら

ぬるめの湯にゆっくりつかり。の

びのびと入浴する。

〔注意〕高温浴は精神をたかぶら

せるので儂 けること。

〔効果〕交感神軽の緊張をほぐし。

ストレスから解放させる。裸にな

るという開放感と浴後のさっぱり

ｋ とした感
じもやすらぎを与える。

－ －
提 案 ４ 糖 尿 病 の

傾 向 が あ れ ば

軽度なら熱めの湯につかると発汗

し 、エネルギーを消費できる。

〔注意〕高血圧、動脈硬化を起こ

している人は高温浴を避ける。軽度

の人でも食事前後の入浴はやめる。

〔効果〕比較的簡単に運動と同程

度の効果を得ることができる。浴

室での体操をとり入れると効果的。

一
提 案２ 心 蔵 病 で 心 配 な ら

入り方は高血圧ぎみの場合と同じ。

〔注意〕首までつからず、心蔵の

位置が水面から出るか出ないかぐ

らいでつかる。動悸が激し くなっ

たと感じたらすぐ上がる。脱衣室

と浴室の温度は高血圧ぎみの人と

同様にする。食事の直前。直後の

入浴は避ける。

〔効果〕高血圧ぎみと同様。

提 案 ５ リ ウ マ チ や

腰 痛 の 場 合 は

リウマチも腰痛 もぬるめの湯に１０

分ほどつかり、痛みがや わらいだ

らマッサージや、シャラーをかけ

て筋肉をほぐす。

〔注意〕腰痛の原因はさまざまな

ので、入浴は医師との相談後に。

〔効果〕痛みをやわらげ、患部の

かたまるのを防く≒

８月の保健事業

２６日（水） 乳児相談

対象 ４ヶ月 ６２年４月生

７ヶ月 ６２年１月生

２７日（木） 乳児検診

対象 ６１年８月～１０月生

３才児検診

対象 ５９年１月～３月生

同日 献血



②
台
所
の
衛
生
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か

①
調
理
す
る
人
は
健
康
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
か
。
特
に
手

に
傷
の
あ
る
と
き
、
下
痢
を

し
て
い
る
と
き
は
食
品
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

②
台
所
は
す
み
ず
み
ま
で
、
整

頓
清
潔
に
し
て
い
ま
す
か
。

③
料
理
前
に
か
な
ら
ず
手
洗
い

い
て
い
ま
す
か
。

㈲
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
の

洗
浄
、
消
毒
を
し
、
乾
燥
し

て
使
っ
て
い
ま
す
か
。

㈲
買
物
は
清
潔
で
信
用
あ
る
店

で
新
鮮
な
も
の
を
買
っ
て
い

ま
す
か
。

㈲
調
理
し
た
も
の
は
早
め
に
食

べ
、
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

⑦
冷
蔵
庫
を
過
信
し
て
い
ま
せ

ん
か
。

㈲
衛
生
的
な
安
全
な
水
を
、
豊

富
に
つ
か
っ
て
い
ま
す
か
。

㈲
野
菜
は
よ
く
洗
っ
て
食
べ
て

い
ま
す
か
。

㈲
ネ
ズ
ミ
、
（

エ
、
ゴ
キ
ブ
リ

を
徹
底
的
に
駆
除
し
て
い
ま

す
か
。

③

冷

蔵

庫

の

じ

ょ

う

ず

な

使

い

方

①
食
品
と
庫
内
の
壁
、
食
品
と

食
品
の
間
に
は
、
す
き
ま
を

お
き
、
内
容
物
は
７０
％
ぐ
ら

い
に
と
ど
め
、
冷
気
の
流
通

を
よ
く
す
る
。

②
と
び
ら
の
開
閉
は
手
早
く
行

。

い
、
長
く
開
け
て
お
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

夏
は
開
け
閉
め
の
回
数
が
多

い
。
普
通
、
外
気
が
１８
度
の

と
き
、
１０
秒
開
け
て
お
く
と

庫
内
は
一
度
に
５
度
く
ら
い

あ
が
る
。

③
庫
内
を
残
品
の
整
理
も
か
ね

て
、
週
一
回
は
清
掃
す
る
。

㈲
つ
と
め
て
霜
取
り
を
行
う
。

㈲
冷
た
い
空
気
は
上
か
ら
下
へ

流
れ
て
い
る
の
で
、
温
度
に

合
っ
た
食
品
配
置
を
す
る
。

冷凍・冷蔵庫内の温度と食品区分

詰め込みすぎの

落とし穴

肉
や

魚
な
ど
を
む
き
出

し
の

ま
ま
、
く
っ
つ
け
て
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
い

ま
せ

ん
か
。
こ

れ
ら
の

食
品

は
、
食
中

毒
を
引

き
起
こ

可

細
菌
が
表
面
に
つ

き
や
す
い

の

で
、
そ
れ
ぞ
棍

フ
ッ
フ

な
ど

で
包
ん
だ
り
、
ふ
た
付
き
の

容

器
に
入
れ
る
な
ど
し
て
、
細
菌

の
相
互
汚
染
を
防
ぎ
ま
し
よ
つ
。

ま
た
、
庫
内
に
食
品
を
詰
め

込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
気
の
循
環

が
悪
く
な
り
、
良
品
が
よ
く
冷

え
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

お
元
気
で
す
か

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

八
月
は
、
お
盆
で
帰
省
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
帰
ら
れ
る
囗
が

近
く
な
り
ま
し
た
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
と
安
全
に
は
気
を
つ
け
て
、
家

族
の
待
つ
故
郷
へ
元
気
な
姿
で
帰
っ
て
下
さ
い
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈

健

康

〉

塩
分
を
へ
ら
そ
う

食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
、

心
疾
患
な
ど
の
循
環
器
疾
患
に
対

し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
改
定
日
本
人
の

栄
養
所
要
量
で
は
、
十
五
歳
以
上

で
一
人
一
日
１０
グ
ラ
ム
以
下
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
外
食
に
注
意

外食の一品料理には意外に
塩分が含まれています。

か つ ど ん ６．７ｇ

五目ラーメン６．０ｇ

月 見 う ど ん５．５ｇ

かけそば・うどん４．８ｇ

チ ャ ー ハ ン４．２ｇ

カレーライス４．２ｇ

ラ ー メ ン４．２ｇ

牛 ど ん３．７ｇ

冷 し 中 華３．７ｇ

ハ ン バ ー グ３．１ｇ

●
う
す
味
で
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ

１
、
酸
味
を
利
用
す
る
。

酢
、
ゆ
ず
、
レ
モ
ン
、
ト
マ
ト
、
く

だ
も
の
な
ど
を
上
手
に
使
う
。

２
、
油
を
利
用
し
て
。

い
た
め
物
、
い
た
め
煮
、
揚
物
も
少

な
い
塩
で
も
食
べ
や
す
い
。

３
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

利
用
し
て
。

４
、
香
り
の
あ
る
野
菜
、
く
る
み
。
ご

ま
、
香
辛
料
を
上
手
に
使
う
。

し
そ
、
み
つ
ば
、
み
ょ
う
が
、
ね
ぎ
、

パ
セ
リ
を
混
ぜ
る
と
か
、
ご
ま
、
ピ

ー
ナ
ツ
、
く
る
み
和
え
な
ど
。

５
、
焦
げ
味
を
つ
け
る
。

塩
分
の
少
な
い
時
は
、
肉
や
魚
は
煮

る
よ
り
焼
い
た
方
が
食
べ
や
す
い
。

６
、
新
鮮
な
材
料
で
持
味
を
生
か
す
。

調
味
料
の
味
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、

新
鮮
な
食
品
を
持
味
を
生
か
し
て
味

わ
う
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交
通
安
全
家
族
会
議

畑
中
勝
男
さ
ん
宅

家
族
構
成
父

勝
男

３６
歳

母

真
弓

３３
歳

長
女

梢

小
四

長
男

俊
介

小
二

次
女

か
え
で

小
一

祖
母

そ
よ

５９
歳

会

今
日
は
貴
重
な
時
間
を
交
通

安
全
に
協
力
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

駐

お
っ
、
俊
介
く
ん
。
こ
ん
ば

ん
わ
。

子

駐
在
さ
ん
だ
よ
。
お
父
さ
ん

早
く
こ
っ
ち
さ
座
わ
せ
。

父

駐
在
さ
ん
と
こ
ろ
の
息
子
さ

ん
、
た
し
か
俊
輔
く
ん
だ
っ
た

よ
ね
。

駐

そ
う
で
す
。
字
が
違
い
ま
す

が
同
じ
名
前
で
す
。
ま
だ
九
ヶ

月
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
子
ど
も
は
可
愛
い
い
で

す
ね
。
本
当
に
。

母

我
が
家
も
三
人
の
子
ど
も
は

尊
い
財
産
で
す
。
無
事
故
で
成

長
さ
せ
て
、
社
会
に
送
り
出
す

の
が
、
私
た
ち
母
親
の
責
任
で

す
か
ら
、
交
通
安
全
に
は
も
う

囗
が
酢
っ
ぱ
く
な
る
ほ
ど
、
言

っ
て
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

会

あ
り
か
た
い
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
家
庭
が
多
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
巡
回
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
。

父

関
東
地
方
で
働
い
て
い
た
頃

大
き
な
事
故
に
あ
い
、
え
ら
い

目
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

祖
母

ま
あ
、
助
か
っ
た
の
が
不

思
議
な
く
ら
い
だ
っ
た
。

駐

な
お
さ
ら
交
通
安
全
に
関
心

が
強
い
訳
け
だ
ね
。
私
た
ち
も

（

ン
ド
ル
を
握
る
時
は
、
命
が

け
て
運
転
す
る
ん
で
す
よ
。
自

分
の
心
ひ
と
づ
で
、
人
生
が
伸

び
る
も
短
打
も
決
ま
る
か
ら
。

父

こ
の
時
期
に
運
転
す
る
立
場

か
ら
思
う
の
は
、
観
光
客
が
ち

ょ
っ
と
の
距
離
だ
け
ど
、
道
路

い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
歩
い
て

自
動
車
が
通
れ
な
く
な
る
時
が

あ
る
。

会

毎
年
出
る
問
題
の
ひ
と
っ
で

上
り
坂
の
頂
上
付
近

ラ
イ
ダ
ー
の
目
に
入
る
も
の
は
…

大型トラツクガ上り坂の項上付近でノロノ

ロと走っている。その後ろをハイタカいつ追

い越そう かとウロウロしている。でも、こん

なときは絶対に追い越しをしないでください。

上り坂の項上付近は非常に見通しが悪く、そ

のため道路交通法でも追い越し禁止の場所と

なっています。そのような所で追い越しをす

る のは、まさに自殺行為といえます。

図でも分かるとおり、ライダーの視野の中

には頂上の先に何があるガガ入ってきません。

たぶん対向車は来ないだろう……このような

思い込みで、無理やり追い越しをかけるのは

危険すぎます。いくらノロノロ走っている車

が前にいても、必ず見通しのよい場所になる

まで待ち、前方と後方の交通に十分注意して

がら追い越すようにしてください。

今
月
の
標
唔

菊

池

祭

子

小
さ
な
ラ
イ
ト

命
救
え
る大
き
な
ラ
イ
ト



す
。
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
考

え
て
行
く
必
要
か
お
り
ま
す
ね
。

母

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
、

も
う
遅
い
も
の
ね
。

駐

最
近
、
細
川
建
設
の
運
転
手

の
み
な
さ
ん
も
、
運
転
に
は
気

を
使
っ
て
無
事
故
を
継
続
中
で

す
か
ら
、
ダ
ン
プ
で
仲
町
を
通

る
と
き
は
、
ぜ
ひ
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
除
行
運
転
に
協
力
く

だ
さ
い
。

会

長
男
の
悛
介
く
ん
は
、
大
き

く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
人
に
な
り

た
い
の
。

子

ボ
ク
、
お
父
さ
ん
み
た
い
に

ダ
ン
プ
の
運
転
手
に
な
る
よ
。

母

こ
の
子
ね
。
い
つ
も
お
父
さ

ん
の
よ
う
に
ダ
ン
プ
の
運
転
手

に
な
る
っ
て
き
か
な
い
の
。

会

模
範
的
な
父
と
子
で
す
ね
。

悛
介
く
ん
に
と
っ
て
、
絶
対
の

父
親
像
の
よ
う
で
す
か
ら
、
い

つ
ま
で
も
安
全
運
転
で
幸
せ
な

家
庭
を
維
持
レ
て
い
き
ま
し
よ

今
日
は
色
々
と
大
切
な
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
ニ
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
日
の
目
標

に
向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。

交

通

安

全

教

室
福
浦
小
二
年

田

中

な
お
子

五
月
十
五
日
、
交
通
安
全
教
室

が
あ
り
ま
し
た
。
二
時
間
目
が
終

っ
て
か
ら
、
自
転
車
を
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
ま
で
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

お
ま
わ
り
さ
ん
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
、
は
ね
ら
れ
る

の
が
多
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
話
し
を
聞
い
て
、
自
分
が

は
ね
ら
れ
た
ら
怖
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

ド
ラ
チ

ブ
イ
ン
か
ら
道
路
に
出

て
、
ブ
レ
ー
キ
の
実
験
を
し
ま
し

た
。
お
ま
わ
り
さ
ん
は
、
学
校
か

ら
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
て
、
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
の
所
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
て

い
た
の
で
、
道
路
に
タ
イ
ヤ
の
形

は
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
音

は
ナ

ご
か
っ
た
で
す
。
音
は
馬
の

声
み
た
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
音
が
大
き
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
度
は
二
回
目
で
す
。

「
今
度
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
ぞ
」

音
が
も
っ
と
す
ご
く
て
、
道
路
に

タ
イ
ヤ
の
形
が
出
ま
し
た
。
私
は

怖
く
て
怖
く
て
震
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
車
が
来
な
い
か

一
歩
出
て
、
右
、
左
を
見
て
確
か

め
な
が
ら
手
を
上
げ
て
歩
け
ば
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
飛
び
出

し
た
ら
、
死
ぬ
か
ケ
ガ
を
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
あ
と
、
横
断
歩
道
を
渡
る

練
習
と
自
転
車
の
乗
り
方
を
や
り

ま
し
た
。
横
断
歩
道
の
渡
り
方
は
、

お
ま
わ
り
さ
ん
が
簡
単
に
教
え
て

く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
覚
え
ま
し
た
。

い
つ
も
や
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車

の
乗
り
方
は
、
前
に
学
校
で
習
い

ま
し
た
。
進
む
と
き
は
分
ら
な
い

の
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
左

に
曲
が
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
人
形
劇
と
映
画
も
見
ま
し
た
。

ど
っ
ち
も
車
に
ひ
か
れ
そ
う
で
怖

か
っ
た
で
ず
。

こ
れ
か
ら
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
、
横
断
歩
道
と

道
路
を
ち
ゃ
ん
と
渡
り
た
い
で
す
。

車
は
怖
い
で
す
。
事
故
は
も
っ
と

怖
い
で
す
。
だ
か
ら
横
断
歩
道
の

渡
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
良
か

っ
た
で
す
。

お
ま
わ
り
さ
ん
、
母
の
会
の
み

な
さ
ん
、
交
通
安
全
の
事
を
教
え

て
く
れ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

県

道

の
草

刈

り

奉

仕
作

業

六
月
二
十
七
日
、
初
夏
の
暑
い

日
差
し
の
中
、
川
目
地
区
交
通
安

全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
佐
井

～
川
目
間
の
県
道
か
も
し
か
ラ
イ

ン
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々

か
ら
、
草
が
伸
び
て
見
通
し
が
悪

く
危
険
。
と
の
声
か
お
り
、
母
の

会
の
事
業
と
し
て
去
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

行
き
は
草
刈
り
、
帰
り
は
カ
ン

拾
い
と
作
業
し
、
会
員
一
同
事
故

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８ふ
～
３１
１ヨ

シート徇レト

着用推進運動



技

能

検

定

試

験

青
森
県
で
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
後
期
技
能
検
定
試
験
を
次
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

実
施
職
種

和
裁
・
菓
子
製
造
・
建
築
大
工

配
管
な
ど
４４
職
種
５６
作
業
。

受
験
資
格

∴

級
受
験
に
は
１２
年
以
上
の
実

務
年
数
が
必
要
で
す
。

・
二
級
受
験
に
は
３
年
以
上
の
実

務
年
数
が
必
要
で
す
。

・
そ
の
他
学
歴
、
訓
練
歴
等
に
よ

り
実
務
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

受

験
、
料

・
学
科
試
験
手
数
料
は
、
全
職
種

一
律
三

三
〇
〇
円
で
す
。

・
実
伎
試
験
手
数
料
は
、
職
種
に

よ
り
異
な
り
、
七
、五
〇
〇
円
か

ら

二
一
、
五
〇
〇
円
で
す
。

実

施

日

・
学

科

試

験

は
昭

和

６３
年

２

月

７

口

・
１４

日

・
２１

日

の

い

ず
れ

か

に

行

い

ま
す

。

・
実

技

実

験

は
昭

和
６２

年

１２

月
４

日

か

ら
昭

和

６３

年
３

月

マ

日

ま

で

の

間

の
指

定

す

る

囗
。

申

込

締

切

昭

和
６２

年

１０

月

１３

日
（
火

）

受

験

案
内

な

ど

詳

し

い
事

は

左
記

ま

で

お

問

い
合

せ

く
だ

さ

い

。

０３０

青

森
市

長

島

一

の

一
の

Ｉ

青

森

県

職
業

能
力

開

発

課

昔
○

｝
七

七

（
三

一
）

一
一

一

一

‐０１

青
森
市
犬
字
野
尻
字
今

田
４３

の
工

０３０

青

森

県

職
業

能
力

開

発

協
会

登
○

一
七

七

（
三

八
）

五

五

六

一

住

宅

金

融

公

庫

融

資

の

ご

案

内

住

宅

金

融
公

庫

で

は

、

個
人

住

宅

建

設

資

金

と
建

売

住

宅
購

入

資

金

の

申

込

み

を
受

付

け

し

て

い
ま

す

。

融

資

金
利

が
下

が

り

、
住

宅

の
規

模

に

よ
り

四
・
二

〇
～

四
・
七

〇
％

と

史

上
最

低
と
な
り
ま
し
た
。

受

付

窓

口

は
、

公

庫
業

務

を

取

り

扱

う

金
融

機

関

で

す

。
申

込
方

法

な

ど

詳
し

く
は

、

公

庫
業

務

取
扱

金

融

機

関

か
、

住

宅

金
融

公

庫

仙

台

支

所

（

登
口

二

千

三

一
七
－

九
三
一

匸

に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

▲
受
付
期
間
▼

第
二
回

昭
和
６２
年
７
月
中
旬
～

８
月
ま
で

第
三
回

昭
和
６２
年
１０
月
上
旬
～

１１１１
月
ま
で

第
四
回

昭
和
６３
年
・
上
月
中
旬

３
月
ま
で

な
お
、
中
古
住
宅
購
入
資
金
、

住
宅
改
良
資
金
及
び
財
形
住
宅
資

金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
６３
年
３
月

２５
日
ま
で
申
込
み
を
受
付
け
し
て

い
ま
す
。

婦

人

問

題

に

つ

い

て

の

私

の

主

張

・
意

見
募

集

女
性
の
地
位
を
高
め
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
役
割
と

責
任
を
担
う
道
を
さ
ぐ
る
た
め
の

あ
な
た
の
ご
意
見
・
体
験
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｏ
課
題
（
テ
ー
マ
）

学
校
・
家
庭
・
職
場
・
地
域
・

結
婚
・
子
育
て
・
就
職
・
共
働
き

な
ど
を
通
じ
、
女
性
（
男
性
）
の

立
場
か
ら
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と

あ
る
い
は
男
女
平
等
、
女
性
の
生

き
か
た
な
ど
を
身
近
な
体
験
な
ど

も
含
め
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
は
自
由
に
つ
け
て
結
構

で
す
。

Ｏ
応
募
方
法

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以

内
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
性
別
・
電
話
番
号
を

別
紙
に
記
入
の
上
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｏ
募
集
期
間

昭
和
６２
年
８
月
ｔ上
日
足

）
か
ら

昭
和
６２
年
９
月
１０
日
采

）
ま
で

○
送
付
先
（
お
問
合
せ
先
）

膕
青
森
市
長
旦

の
一
の
Ｉ

青
森
県
生
活
福
祉
部

青
少
年
婦
人
室

肉

用

繁

殖

め

す

牛

を

貸

付

し

ま

す

畜
産
振
興
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
肉
用
繁
殖
め
す
牛
を
貸
付

し
ま
す
。

希
望
者
は
、
九
月
三
〇
日
ま
で

に
、
役
場
農
林
経
済
課
ま
で
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者

二
十
歳
以
上
で
、

肉
用
牛
を
継
続
し
て

飼
育
す
る
こ
と
が
確

実
な
者

貸
付
頭
数

一
農
家
二
頭
以
内

貸
付
時
期

十
一
月
上
旬

幸運を手にするならお早目に

＝青函博前売券・好評発売中＝

★抽選２ 回のダフノレチャンス

青函博の前売券は７月９囗

から一斉に発売となりました。

発売場所は、役場、観光案

内所、農協、漁協となってい

ます。

前売券には、第一期（昭和
６２年７月９囗～１２月３１日）、

第二期（昭和６３年１月１日～

６月３０囗）とも、海外旅行ご

招待などの豪華景品が付いて

います。この抽選は、一期二
期ともに行いますが、一期の

抽選にもれた場合でも二期め

の抽選の対象となるダブルチ

ャンス方式となっています。

幸運を手にするならお早め

がお得です。

みなさん心）ぜひこの機会に

お買い求めください。



水

道

メ

ー

タ

ー

を

交

換

し

ま

す

昭
和
六
十
二
年
度
に
お
け
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
周
辺
の
障
害
物

は
、
必
ず
除
去
し
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
実
施
期
間

７
月
２０
日
か
ら

１０
月
３０
日
ま
で

旦
父
換
対
象
地
区

糠
森
、
矢
越
、
大
沢
、
川
目
、

磯
谷
、
長
後
、
福
浦
、
牛
滝
、

そ
の
他
村
内
指
定
箇
所

○
委
託
業
者

・
東
出
水
道
設
備

・
大
和
電
器
工
業

分

収

造

林

を

募

集

林
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
分
収
造
林

者
を
募
集
し
ま
す
。

尚
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
佐
井
・

村
が
森
林
総
合
整
備
事
業
の
地
域

指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
補

助
率
が
現
在
の
５６
％
か
ら
６８
％

へ

彑

咼
率
補
助
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
ま
す
。

場

所

古
佐
井
山
国
有
林
６３

林
班
（
茶
屋
の
沢
）

伐
採
跡
地

募
集
期
間

昭
和
６２
年
９
月
２０
日

申

込

先

岩
清
水

芳

？

二
八
上

回
一
二
一

募
集
範
囲

犬
佐
井
地
区

古
佐
井
地
区

延

寿

園

夏

ま

つ

り

日
時

昭
和
６２
年
８
月
１７
日

育

）

午
前
１１１１
時
～
午
後
８
時

●
バ
ザ
ー

一
素
人
演
芸
会

●
盆
踊
り
大
会

一
模
擬
店

※
素
人
演
芸
会
出
演
者
募
集
中

参
加
申
込
み
、
問
い
合
せ
は
、

電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
締
切
日
８
月
１０
言

カ
ラ
オ
ヶ
、
踊
り
、
手
品
な
ど

参
加
自
由
で
す
。テ

ー
プ
自
参

家
族
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

４加
大
畑
町
字
大
赤
川
２９
の
４

０
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
延

寿

園
」

？
こ
四
上

二
二
九
七

盆 踊り

盆
踊
り
は
老
若
男
女
が
楽
し
め

る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
ト
ッ
プ

ー
ク

ラ
ス
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
本
来
、
盆
踊
り
は
お
盆
に
精

霊
を
迎
え
る
宗
教
行
事
で
す
が
、

最
近
は
も
っ
と
広
く
夏
の
行
事
と

し
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
つ

と
も
、
盆
踊
り
は
仏
教
渡

来
以
前
か
ら
民
俗
芸
能
と

し
て
各
地
で
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

盆
踊
り
の
中
で
も
有
名

な
の
が
四
国
の
阿
波
踊
り

で
す
。
二
れ
に
は
全
国
か

ら
参
加
者
が
集
ま
っ
て
来

ま
す
し
、
テ
レ
ビ
で
も
紹

介
さ
れ
ま
す
。

こ

う
し

た
全
国
版

の
観
光

行
事

に
な

っ
た

盆
踊
り

も
あ
り
ま

す
が
、

各
地

そ
れ

ぞ
れ
の

盆
踊
り

も
最
近

は
ま
す
ま
す
盛
ん
で
す
。
企
業
が

月
遅
れ
の
お
盆
（
八
月
十
三
日
～

十
五
日
）
を
中
心
に
集
中
的
に
夏

期
休
暇
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
一
因
の
よ
う
で
す
。
こ
の

時
期
、
都
会
に
就
職
し
た
人
た
ち

が
帰
郷
し
、
盆
踊
り
が
旧
交
を
温

め
る
場
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

一
方
、
都
会
の
団
地
や
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
盆
踊
り
も
各
地
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
故
郷

の
な
い
都
会
の
二
世
、
三
世

が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
こ
う

し
た
行
事
が
ま
す
ま
す
喜
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
車
を
利
用
し

て
帰
省
す
る
こ
と
の
多
い
八

月
は

ア
マ
ー
ド
ベ
ル
ト
着
用

推
進
月
間
」
で
す
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
率
は
一
般
道

路
で
も
運
転
者
九
六
・
四
％
、
助

手
席
同
乗
者
九
三
こ
二
％
（
六
十

二
年
四
月
調
査
）
と
好
成
績
で
す

が
、
夜
間
な
ど
に
は
、
つ
い
怠
る

人
が
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
中
に

は
、
窮
屈
だ
か
ら
と
ベ
ル
ト
を
緩

め
て
い
る
人
も
見
か
け
ま
す
が
、

万
一
の
と
き
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

せ
っ
か
く
の
帰
省
を
悲
劇
に
し
な

い
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必

ず
正
し
く
締
め
ま
し
ょ
う
。



溲 の 防 犯 運 動 実 施 中

８ 月 ２０日 ま で

夏には、解放感から気がゆるみがちになり、それ
を狙ってドロボーや痴漢が多くなるほか、少年の
非行も多くなる時期です。
みんなで注意しあって、犯罪の被害にあわない
ようにするとともに、少年の健全育成に努めまし

よう。
佐 井 村
青少年育成佐井村民会議
佐井地区防犯指導隊
大 間 警 察 署

少年非行の防止

自動車の盗難の防止 水死 事故の防止

かぎかける
手間をおしむな１・２秒

よその子も

わが子と同じ愛の一声

盗 難 の 防 止 痴 漢 に ご 注 意

りキかけは ー

家族みんなの合言葉

“ねらわれ
ないように
身だしなみ
をきちんど

池

の

循

環

ポ

ン

プ

に

は

必

ず

漏

電

遮

断

器

と

尹

－

ス

を

池
循
環
ポ
ン

プ
、
洗
濯
機
、
温
水
Ｅ
喰
。
自
動

販
売
機
な
ど
の
電
気

機
器
を
、
屋
外
や
水

気
の

あ
る
と
こ

ろ
で

使
用

す
る
と
き
匸
は
、
漏

電
遮
断
器
を
陬
付
け
石
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す

。

漏
電
遮
断
器
は
、
万

一
漏
電
が
起
つ
て
も
直
ち
に

電
気
を
止
め
、

感
電
や
火
災
な
ど
を
未
然
に
防

ぎ
ま
す
。
電
気
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
、

漏
電
遮
断
器
と
刀
－

ス
は

①
ず
取
付
け
る
こ

と
が
⑤
要
で

す
。

感 電 防 止 に 漏 電 遮 断 器 を

取 付 け まし ょ う

縺窶北雷気俣客位令

満１歳になります

内田千春ちゃん

（靖・裕子）

長 女

戸籍の窓口
７月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

福ノナ 龍樹 レ賍 ）犬佐井

福田 航（徳行）饑 谷

若山 望美（典夫）古佐井

若山 歩美（典夫）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（坂井 孝雄 牛 滝

立石みね子 む っ 市

（坪井 道男 大 佐 井

赤井喜代子 会津若松市

（長島 隆 大 佐 井

笹岡美智子 稚 内 市

６月３０日現在人口（前月比）

男 １，９６７ （－３）

女 １，９７７ （十２）

計 ３，９４４ （一エ）

世帯数 １，１２９ （ Ｏ）
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